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学校図書館だより

今年度、柏第五中学校で貸出の多かった本を紹介します

≪今月のおすすめ本≫

学校図書館からお知らせ

♦３年生の貸出は終了しました。

♦１・２年生の３学期の貸出は３/８（水）までです。

♦すべての本を３/１４（火）までに返却してください。
♦春休みの貸出はありません。

3年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。卒業しても読書の時間を大切にして、それぞ

れの道を歩んでいってください。

１・２年生の皆さん、１年の締めくくりとなりました。 春休みも時間を見つけて、たくさん

読書をしましょう。学校図書館は、これからも、みなさんと本をつなぐかけ橋になっていきたい

と思います。

『あつかったらぬげばいい』

ヨシタケシンスケ 著 白泉社〈NDC91３〉

大人気のヨシタケシンスケさんの哲学

絵本。自分が感じる困ったことに対して、

ゆる～く楽になれる考え方を教えてくれ

ます。「つかれているのかどうかよくわ

からなくなったら」→「つかれたことに

すればいい」。ユニークな絵とともに心

が軽くなれる一冊です。

３月１４日（火）をもちまして、今年度の開館を終了します。これからも、

より充実した図書館作りに励んでいきます。

一年間、学校図書館のご利用をありがとうございました。

１位『夜に駆けるYOASOBI小説集』星野舞夜 著

『ONE PIECE STRONG WORDS』尾田栄一郎 著

２位『なるほどとわかるマンガ初めての他人の心理学』ゆうきゆう 監修

３位『ナイフ』重松清 著

『かがみの孤城』辻村深月 著

『小説千本桜』黒うさP 原作

『わけあって絶滅しました。』丸山貴史 著 でした。

青春という字を書いて横線の多いことのみなぜか気になる
～俵万智「サラダ記念日」より～

『僕は上手にしゃべれない』
椎野直弥 著 ポプラ社〈NDC９１３〉

吃音を抱える中学生の悠太は、悩んだ末に放

送部に入ることにした。理解ある部員に囲まれ

て、弁論大会に出場することになる。しかし、

いくら練習を重ねてもうまくできない自分にい

ら立ち、苦しみと不安を周囲にぶつけてしまう。

そんな悠太に寄り添ったのは・・。悠太と同じ

吃音症を抱える著者のあとがきもぜひ読んでほ

しいです。

今年度の最後は、五中の皆さんにおすすめしたい作品を紹介

します。






